
 

No.創出-1-4 つる植物などによる緑陰形成 
 
技術の目的 
つる植物とパーゴラなどの構造物や補助資材を組み合わせ、緑陰を形成し、暑熱対策をするとともに、
涼感ある空間の形成を図る。 
導 入 す る 局 面 創出 維持管理 利活用 

適 用 空 間 水域 陸域 
 
技術の内容・事例 
■技術の内容 
1．歩行空間・休憩スペースの緑陰形成 
 ワイヤメッシュなどの補助資材により庇・トンネル状に歩行空間を被陰する方法や、パーゴラ・ミス
トと組み合わせた可動式の設備がある。 

 設置場所の特性や求める機能に応じて、様々なバリエーションのものが開発されており、植栽が困難
な空間、あるいは一時的なイベント利用に供する場合にも設置しやすい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．建物内への直射光の遮蔽 
 建物外構部に補助資材により設置することで、建物内への直射光を遮蔽し屋内の温度低減やエネル
ギー消費削減に寄与することができる。 

 
 
 
 
 

 
休憩スペースと組み合わせた可動式緑化（国
土交通省実証実験事例）出典 1 植物種：アサガ
オ、トケイソウ、イタビカズラなど 

 

 

コンパクトなプランターとワイヤーを組み合わせた緑
化システム出典 2 

緑のカーテンの紹介（中央区 HP） 

  



 

■出典・参考資料 
 1 （公財）都市緑化機構特殊緑化共同研究会「都市のグリーンインフラ技術の提案」（令和元(2019）
年) https://urbangreen.or.jp/tech/workshop/tokushuryokuka 

 2 グリーンインフラ官民連携プラットフォーム技術部会「グリーンインフラ技術集」（令和 3（2021）
年 3 月版）要素技術「緑化技術：内プランター付固定型ボックス壁面緑化システム」 
https://gi-platform.com/project/#examples 

 3 中央区 HP「「緑のカーテン」https://www.city.chuo.lg.jp/smph/kankyo/midori/midoricurtain.html 

注）◎：当該技術の主要な機能、○：当該技術の副次的な機能 

 

基本指針との関連 

居心地がよく歩きたくなる 
水と緑にかこまれたまち 

水と緑を楽しみ、 
魅力とにぎわい
にあふれたまち 

水と緑が守り、育む 
環境共生型のまち 

緑が支える 
防災・減災のまち 

良好な 
景観形成 暑熱対策 人の集う場・ 

活動の場 
都市の 
水管理 

都市の生物 
多様性確保 防災・減災 

◎ ◎ ○  ○  

期待される効果 
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